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１．概要（Summary） 

ZnSe を用いた有機 - 無機ハ イブ リ ッ ド APD 

（avalanche photodiodes）の集積化プロセスを開発す

るため、山口大学にマスク設計の相談を行った。そこで設

計寸法、使用するレジストに対するハッチング、配置等に

ついてアドバイスをいただき、設計を行った。その後香川

大学にフォトマスク作製の技術代行を依頼した。 

有機-無機ハイブリッドAPDは、無機層にZnSe系半導

体、窓層に有機導電材料である PEDOT:PSS (poly3,4- 

ethylenedioxythiophene:poly-styrenesulfonate)を用

いることで、有機層と無機層のハイブリッド構造となってい

る。ZnSe系半導体層は分子線エピタキシー法により作製

した。続いて，山口大学にて設計し、香川大学にて作製し

たフォトマスクを使用して、フォトリソグラフィによる PEDO 

T : PSSおよび電極の形成を行った。作製した薄膜電極

の電流－電圧特性を測定したところ、絶縁膜および薄

膜電極の形成によって APD動作が損なわれないこと

が示された。 

 

２．実験（Experimental） 

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞ 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞ 

 

４．その他・特記事項（Others） 

山口大学（支援番号：F-19-YA-0036）、香川大学

（F-19-GA-0082）と協力して支援頂いた。 
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